
2011 年度農業施設学会大会の開催案内（確定版） 
総会・シンポジウム・研究発表会 

2011 年度農業施設学会大会を下記の要領で開催いたします。 

 

■ 締切期限一覧 

研究発表申込：５月３０日（月）必着 

原稿送付：７月２２日（金）必着 

大会参加申込：７月２２日（金）必着 

施設見学会申込：７月２２日（金）必着 

若手の会申込：７月２２日（金）必着 

大会参加費振込（早割）：７月２９日（金）消印 

※大会事務局 E-mail アドレス：SASJ2011@ml.affrc.go.jp 

 

1． 会場 （シンポジウム、懇親会は異なります。詳しくは「18．会場へのアクセス」を参照） 
丸亀町レッツホール・カルチャールーム 

（香川県高松市丸亀町 13-2、http://www.kame3.jp/service/let.php） 

 

2． 大会日程 

 午前 昼休み 午後 夕方・夜 

8 月 24 日

(水) 

施設見学会 

（9:30～12:50） 

 シンポジウム（12:30～17:00、

かがわ国際会議場） 

理事会 

（17:00～20:00） 

若手の会 

（17:00～19:00） 

8 月 25 日

(木) 

受付（10:00～） 

ポスター発表 

（10:15～11:00） 

口頭発表（11:00～12:00） 

 総会・臨時理事会・受賞講演 

（13:00～15:00） 

口頭発表（15:00～17:15） 

懇親会 

（18:00～20:00） 

8 月 26 日

(金) 

口頭発表（10:00～12:15） 参与会

（12:15～

13:15） 

口頭発表（13:15～15:30）  

・施設見学会 ：緑色光を作物に照射し病害抑制を図る「みどりきくぞう」など、バイオ、環境

関係の研究開発にも鋭意取り組んでいる、（株）四国総合研究所（高松市屋島

西町、http://www.ssken.co.jp/）を見学（8/24(水) 9:30～12:50） 

・シンポジウム：近畿中国四国農業研究センターとの共催で、かがわ国際会議場（高松市サンポ

ート、http://www.symboltower.com/hall/）にて「カンキツの高品質果実生産と流

通を支える施設の発展と産地における展開」をテーマにして実施（8/24(水) 12:30

～17:00） 

・若手の会 ：シンポジウム後、研究者の日常業務の実態を大学、民間、独法等の研究者から
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話題提供いただきディスカッションを行う予定です。かがわ国際会議場隣接の

サンポートホール高松会議室（http://www.sunport-hall.jp/shisetu/kaigi.htm）にて

実施（8/24(水) 17:00～19:00） 

・ポスター発表：投票によるポスター賞を設定。表彰は総会時に実施 

・懇 親 会 ：リーガホテルゼスト高松（高松市古新町、http://www.rihga-takamatsu.co.jp/）に

て開催（8/25(木)18:00～20:00） 

 

3． 発表プログラム 
農業施設学会 HP（http://www.sasj.org/）での確認をお願いいたします（6 月中旬掲載予定）。 

なお HP での確認ができない方は、大会事務局（SASJ2011@ml.affrc.go.jp）までお問い合せく

ださい。 

 

4． 講演資格 
講演者は学会正会員および学生会員に限ります。ただし、共同研究者はこの限りではありませ

ん。非会員であっても発表当日までに入会する場合は申し込み可とします。またポスター発表に

おいては、要旨集の原稿で○印の付く者を講演者と見なします。 

 

5． 研究発表方法 
口頭発表とポスター発表が可能です。申し込み課題数により、大会事務局で発表方法を指定す

ることがあります。口頭発表はパワーポイントの使用をお願いします。会場にノート PC はご用

意いたしますが、ウィルス等の感染を防止するため、各自 PC の利用を推奨します。発表時間は

質疑を含み 1 課題 15 分としますが、課題数により多少増減します。 

ポスター発表は、会場準備の都合で事前にポスター原稿ファイル（発表者が PDF ファイルに変

換したもの）を事前にお送りいただきます。ポスターサイズは B1 (728mm×1030mm)で準備し、

事務局側で会場に設営します。ポスター発表は、総会会場と同じレッツホールを予定しています

（コアタイム：8 月 25 日 10:15～11:00）。 
 

6． 研究発表・大会参加の申し込み方法と締切期限 
・研究発表申込締切期限：2011 年 5 月 30 日(月)必着 

・大会参加申込締切期限：2011 年 7 月 22 日(金)必着（講演要旨集作成部数の把握のため期限ま

での申込への協力をお願いします） 

後掲の書式Ⅰ（研究発表申込書）と書式Ⅱ（大会参加申込書）に記入し（書式は学会 HP にも

掲載）、E-mail で「8．講演要旨集原稿・学会誌掲載用要旨原稿の送付先」に記載の大会事務局ま

で送付してください。発表プログラム編成はこの発表申込により行います。次項「7．講演要旨集

原稿と学会誌掲載用要旨原稿の送付方法と締切期限」により送付される講演要旨原稿で課題名な

ど、申込時と変更がないようにお願いいたします。 

書式Ⅰ（研究発表申込書）・書式Ⅱ（大会参加申込書）：PDF ファイル WORD ファイル 

 

7． 講演要旨集原稿と学会誌掲載用要旨原稿の送付方法と締切期限 
「6．研究発表・大会参加の申し込み方法と締切期限」で発表申し込みをされた方（口頭発表お
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よびポスター発表ともに）は、講演要旨集掲載用の原稿、学会誌掲載用の原稿とも E-mail で「8．

講演要旨集原稿・学会誌掲載用要旨原稿の送付先」に記載の大会事務局まで送付してください。

それぞれの作成は「16．講演要旨集掲載用の原稿(カメラレディのプリントアウト)の作成要領」

に従い執筆の上、PDF ファイルに変換（図等の解像度に注意）してお送りください。研究発表申

し込み時の課題名などを変更することはできません。 

・原稿送付締切期限：2011 年 7 月 22 日(金)必着 

・送付方法：講演要旨集原稿、学会誌掲載原稿は E-mail により下記宛に送付してください。 

※E-mail に添付できるファイルサイズの上限は 10MB となっております。ファイルサイズ

が 10MB を超える場合は，郵送もしくは PDF 化によりファイルを圧縮して E-mail で送付し

てください。 

 

8． 講演要旨集原稿・学会誌掲載用要旨原稿の送付先 
原稿については、可能な限り E-mail 添付での送付をお願いします。 

・近畿中国四国農業研究センター 農業施設学会大会事務局  長﨑 裕司 宛 

・E-mail アドレス：SASJ2011@ml.affrc.go.jp 

なお、図等の解像度の関係で E-mail での送付が適切でないと判断される場合には、講演要旨集

原稿については、郵送（〒765-0053 香川県善通寺市生野町 2575）にても受け付けます。 

 

9． 大会参加費等の支払方法 
早割振込と当日支払いの 2 通りあります。振込みは郵便局備え付けの郵便振替用紙にてお支払

いください。代表者がまとめて振り込まれる際は、振込用紙の通信欄に参加者全員の名前を記載

してください。 

・口座番号 ：01650-0-84683 

・口座名 ：農業施設学会 2011 高松大会事務局 

 正会員 学生会員 非会員 

 早割 Early-Bird 

7 月 29 日(金) 

当日

On-Site 
早割 Early-Bird 

7 月 29 日(金) 

当日

On-Site 
一般 学生 

大会参加費 5,000 円 6,000 円 2,000 円 3,000 円 8,000 円 5,000 円 

懇親会費 6,000 円 7,000 円 5,000 円 6,000 円 7,000 円 6,000 円 

計 11,000 円 13,000 円 7,000 円 9,000 円 15,000 円 11,000 円 

※非会員の方の大会参加費は、一般の方は正会員、学生の方は学生会員の大会参加費に 2,000

円を追加してお支払いください。 

※賛助会員の団体に所属する方は、正会員と同じ大会参加費で参加できます（ただし、発表を

行う場合には、個人で正会員への入会をお願いします）。 

※別途、施設見学会参加の方は、2,000 円を追加してください。 

 

10． 著作権 
講演要旨集に掲載された原稿の著作権は、農業施設学会に帰属します。 
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11． 大会実行委員会 
大会委員長 児嶋 清（農研機構近畿中国四国農業研究センター 四国農業研究監） 
実行委員長 澤村 篤  渉外 

委   員 長﨑裕司  プログラム、総務  0877-63-8124 

同   川嶋浩樹  見学会 

同   星 典宏  懇親会、会場 

同   松田 周  会場、懇親会 

同   畔柳武司  会計、若手の会 
近畿中国四国農業研究センター四国研究センターの代表番号は 0877-62-0800、FAX は

0877-62-1130 です。 

 

12． 宿泊施設 
高松コンベンション・ビューローの HP（http://www.takamatsu.or.jp/）等をご参照下さい。 

 

13． 施設見学会（8 月 24 日(水) 9:30～12:50） 
以下のスケジュールで、施設見学会を行います。 

日時： 8 月 24 日（水） 9:30～12:50 

場所：（株）四国総合研究所（高松市屋島西町、http://www.ssken.co.jp/） 

9:30 高松駅前集合 

10:00 四国総合研究所 着 

10:00～11:30 研究概要説明、施設見学、意見交換 

11:40 昼食会場（四国村内「わら家」、http://www.shikokumura.or.jp/intro/intro_08.html）着 

12:20 四国村 発 

12:50 サンポート高松（高松駅前） 着、解散 

申込は書式Ⅱ（大会参加申込書）に記載し、大会事務局（SASJ2011@ml.affrc.go.jp）に E-mail

にてお願いします。内容等の問い合わせは、大会事務局見学会担当の川嶋まで。 

昼食（本場の讃岐うどん）代込みで参加費は 2,000円（早割、当日とも）です。 

申込締切日：7 月 22 日(金) 先着 40 名 

 

14． シンポジウム（8 月 24 日(水) 12:30～17:00） 
8 月 24 日の午後に、近畿中国四国農業研究センターとの共催で、かがわ国際会議場（高松市サ

ンポート、http://www.symboltower.com/hall/）にて「カンキツの高品質果実生産と流通を支える施

設の発展と産地における展開」をテーマにシンポジウムを開催します。参加費は無料

申込は書式Ⅱ（大会参加申込書）に記載し、大会事務局（

です。当該

研究開発の最新の動向等に関する発表と今後の展望に関する論議が行われますので、ふるってご

参加ください。 

SASJ2011@ml.affrc.go.jp）にE-mail

にてお願いします。内容等の問い合わせは、大会事務局総務担当の長崎

 

まで。 

15． 若手の会（8 月 24 日(水) 17:00～19:00） 
8 月 24 日のシンポジウム後に、かがわ国際会議場隣接のサンポートホール高松の会議室
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（http://www.sunport-hall.jp/shisetu/kaigi.htm）において、研究者の日常業務の実態を大学、民間、

独法等の研究者から話題提供いただきディスカッションを行う予定です。参加費は無料

申込は書式Ⅱ（大会参加申込書）に記載し、大会事務局（

です。 

SASJ2011@ml.affrc.go.jp）にE-mail

にてお願いします。内容等の問い合わせは、大会事務局若手の会担当の畔柳

 

まで。 

16． 講演要旨集掲載用の原稿

要旨集用の原稿用紙は送付致しません。下記の要領を厳守して下さい。 
（カメラレディのプリントアウト）の作成要領 

(1) A4 版の白紙を使用し、縦長、横書きとする(そのまま A4 版で印刷されます)。 

(2) 上下、左右に 25mm の余白をとる。 

(3) 印字は 10. 5 ポイントとし、1 行 36~40 字、1 ページ 35~40 行とする。 

(4) 1 講演 2 ページになるように記述する。 

(5) 1 ページの 1 行目には、左端を 8 文字あけ (事務局で講演番号を記入します)、課題名のみ

12 ポイントで記入する。副題がある場合は 2 行目に記入する。 

(6) 3 行自には発表者名を「氏名 (所属，正会員／学生会員の種別)」の形式で記入する。連名の

場合は講漬者氏名の左に○印を付ける (非会員の場合は種別を書かない)。 

(7) 本文は 6 行目から記入する。なおページ番号は記入しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17． 学会誌掲載用の要旨原稿(E メールテキストと添付ファイル)の作成要領 
(1) 縦長、横書きとし、字数は全角 25 字×10 行(厳守)以内とする(英文も同様)。 

(2) E メールの本文中テキストおよびワープロ添付ファイルの 2 通りで E-mail 送付してください。 

(注) 字数オーバーはできません。オーバー分はカットされます。カタカナ、数字、単位、記号

の記述にご注意下さい。半角表記のものが、印刷時に全角となるものがあります。学会誌原稿の

記述方法に準拠して下さい。 

 

 1 5 10 15 20 25 
1 

2 

3 

○○○○ 課題名 ○○○○ 

○新潟太郎（○○大，正），信濃川花子（○○大，学） 

(要旨本文)○○○○○○○・・・・・・・・・・・・・・・

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・○○○○○ 

4 

 

10 

 

 

  
○○○○ 課題名 ○○○○ 
○○○○○ 副題 ○○○○○ 

○コシヒカリ太郎（○○大，正），信濃川花子（○○大，学） 

 

 

[緒言] ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

1 

2 

3 

 

 

6 

7 
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18． 会場へのアクセス 
※集合場所や会場がそれぞれ異なりますのでご注意ください。 

・施設見学会集合場所：JR 高松駅前バスターミナル 

・シンポジウム会場：かがわ国際会議場（JR高松駅前すぐ、サンポート高松タワー棟 6F） 

・大会会場：丸亀町レッツホール（JR高松駅から徒歩約 15分、丸亀町壱番街東館 4F） 

・懇親会会場：リーガホテルゼスト高松（大会会場から徒歩約 3分） 

 

※JR高松駅へのアクセス 

・高松空港から「JR 高松駅」行き「高松空港リムジンバス」で所要約 40分 

・岡山駅から「高松」行き「快速マリンライナー」で所要約１時間 


